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つながりを大切に進む新体制ダンス部
ダンス部顧問　大橋　由紀　

　本校ダンス部は、生徒自身が作
品をつくり上げることを大切に
しながら、大会チームと地域行
事・学校行事で発表を行うイベン
トチームに分かれて活動してい
ます。９月に３年生が引退し新体
制となってからは、１・２年生が
中心となり、部全体がより良い方
向へ進めるよう力を尽くしてき
ました。
　新体制での最初の大きな挑戦となったのが「ダンスドリル秋季競技大会」です。４部門とソロにエ
ントリーし、複数作品を掛け持ちする生徒も多い中で、振付やフォーメーションをそろえながら練習
を積み重ねました。同じ時期には、オータムフェスや介護施設での発表など多くのイベントにも参加
し、メンバーが入れ替わる場面でも、その場に合わせた表現を工夫しながら、観客の皆さまに楽しん
でいただける演技を届けました。大会チームとイベントチームが互いを支え合い、本番を応援し合う
姿も見られ、新体制としてのまとまりが少しずつ生まれてきたように感じています。
　“One for All, All for One”を大切に、今年度も生徒同士が互いに支え合いながら成長してきまし
た。先輩の思いも自然に受け継ぎつつ、これからも前向きに取り組んでまいりますので、応援をよろ
しくお願いいたします。

初の東海大会出場～自ら考え練習する～
ソフトテニス部女子顧問　遠山　拓　

　ソフトテニス部女子の顧問は今年度3人いますが、3人とも決
してソフトテニスを1から100まで教えられるスペシャリストで
はありません。強豪校は、顧問主導で指示をして鍛え上げること
が多いと思いますが、私たちの目指すところはそういう部活では
ありません。顧問の指示がないと動けない、顧問の顔色を伺って
プレーをするといった選手ではなく、自ら考えて必要な練習をし、
プレーができる選手を育成し、強豪校に挑んでいくことを目指し
ています。我々からも経験に基づく提案やアドバイスをすること
もありますが、生徒が中心となって練習をすることがメインです。
我々は生徒が「やりたい」「こうしたい」という希望を叶えられる
ようできるだけ環境を整え、応援することがやりがいとなってい
ます。この取組みが実を結び、今年度の総合体育大会において初
めて個人戦で東海大会に出場しました。これは顧問ではなく、彼
女たちの力です。彼女たちが自ら考えて練習し、プレーして勝ち
取った成果です。再び東海大会に出場できるよう、我々はこれか
らも生徒を応援し続けていきます。



12

「雲外蒼天」をテーマに大学祭
和丘祭実行委員長　　　　　　
経営学部２年　鈴木　颯天　

　2025年度の和丘祭は「雲外
蒼天」をテーマに11月８、９日に開かれました。２年生
が運営の主体となる新しい体制での開催となりました。初
めての試みに不安もありましたが、当日は学生一人ひとり
が役割を果たし、活気にあふれた２日間となりました。
　１日目は晴天に恵まれ、朝から多くの来場者にお越しい

ただきました。会場では模擬店の呼び込みや学部企画、フォトスポットなど、それぞれの担当部署が
工夫を凝らした運営を行い、実行委員のみんなが主体的に動く姿が目立ちました。ステージではサー
クルの皆さんによるパフォーマンスが披露され、メインゲストとしてお迎えした「土佐兄弟」さん、

「四千頭身」さんのステージには多くのお客様が足を運んでくださり、大いに盛り上がりました。
　その一方で、模擬店での対応やステージの進行、近隣住民の方からの連絡への対応など、想定外の
事態もありました。しかし、各部署と本部が連携し合い、状況を把握しながら落ち着いて対処するこ
とができました。実行委員が自ら判断し、協力して問題解決にあたる姿は非常に頼もしく感じられま
した。
　２日目は雨に見舞われましたが、悪天候にも負けず、実行委員は臨機応
変に運営方法を調整し、模擬店や室内企画を中心にさらなる盛り上がりを
見せました。新たな取り組みとして実施したアイドルの物販企画も多くの
方にご参加いただき、新しい形の交流として好評を得ました。
　２日間を通して、実行委員は慣れない状況にも関わらず、互いに支え合
いながら運営に取り組みました。会場の随所で笑顔が溢れ、学生の力で作り上げた大学祭として多く
の来場者の皆さまに楽しんでいただくことができたと思っています。

学習ポートフォリオ「TOHO コンパス」誕生
愛知東邦大学副学長　舩木　恵一　

　昨年９月、愛知東邦大学は、学生の学習成果の可視化と主体的学習を支援するため、学習ポートフォ
リオ（ソフトウェア）「TOHOコンパス」を導入しました。
　このツールは、単に成績を可視化するだけでなく、学生生活の指針（コンパス）となることを目指し
ています。GPAやディプロマポリシーに基づく学習成果の可視化に加え、今後は課外活動やボラン
ティア、海外研修といった学生個人の多様な体験を写真データ等で記録・保管できる機能を拡張し、
学生一人ひとりの個性（オリジナリティ）を反映したポートフォリオの作成を促します。これにより、
就職活動時のサプリメントとしても活用できることを想定しています。
　学生による自主的な入力（学習計画、自己評価、活動レポートなど）を促進するため、入力行動等に
基づき自動的に褒賞を与えるバッジ機能（ゲーミフィケーション要素）の導入も検討しており、楽しみ
ながらポートフォリオを充実させる行動を促します。
　「コンパス」は、学生が自らを客観視し、主体的な行動を促すためのツールとして、教職員と学生
の共同作業を通じて、学生生活をより充実させるための強力な指針となるよう、その機能発展に尽力
してまいります。皆様のご理解とご期待をお願い申し上げます。

大学／ニュース・トピックス
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海外研修で広がった視野
経営学部１年　石原　海奈　

　愛知東邦大学の国際交流センター開講科目「海外研修
B」で、2025年９月４日から17日までの２週間、中国
の上海市と杭州市でのインターンシップと文化交流に参
加しました。参加のきっかけは、中学生の時に訪れた台
湾で漢字フォントやパッケージデザインに魅力を感じ、

「中国なら、さらに新しい発見があるのでは」と思った
ことです。国際交流センターに相談したところ、本学と

提携する東息教育集団（現・東息教育文化）を紹介していただき、参加することができました。
　上海では精密部品を製造する昊佰を訪問し、ものづくりに対する高い技術力に触れました。また上
海美術館や文化と歴史のテーマパーク「上海千古情」を鑑賞し、迫力ある表現力から多くの刺激を受
けました。杭州では日本語学校の学生と交流し、美術分野を志す仲間の高い技術や熱意に圧倒され、
自分自身もより努力したいと感じました。
　中国ではEコマース（電子決済）が主流で、生活面でも先進的な仕組みを体験しました。また渡航前
は不安もありましたが、現地の方々はとても親切で丁寧に対応してくださり、文化に対する固定概念
が大きく変わりました。
　今回の研修を支えてくださった現地職員の皆様に心から感謝します。この経験を通して世界が広が
り、挑戦する気持ちがさらに強くなりました。今後も視野を広げ続け、学びを深めていきたいです。

女子バスケットボール、２部に昇格
キャプテン　人間健康学部３年　越本　彩心　

　私たち女子バスケットボール部は、2025年度のリーグ戦で
２部に昇格を果たしました。そして、今年（2026年度）のリー
グ戦でさらに上の１部へ上がることを目標に、日々練習に励ん
でいます。
　２部での試合は、これまでより厳しい戦いになると思います。
そのため新チームでは、今までより強度を上げて練習に取り組
んでいます。選手同士のコミュニケーションをもっと増やして
いくことが必要で、些細なことでも話し合い、反省し、次に繋
げることで質の高いバスケットをすることを目指しています。
　チーム内の雰囲気は、先輩後輩関係なく、たわいもない話も
できる関係だと思います。練習中は集中した雰囲気ですが、練
習後は切り替えて、オフや部活の行事などの際は全力で楽しん
でいます‼プライベートの時間もあるので、充実した大学生活
も送ることができています！
　チーム全員で同じ目標に向かい、応援してくださっている方
のためにも、結果を出せるように頑張っていきます！

大学／ニュース・トピックス・クラブ活動
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大学／クラブ活動
轍

軽音楽サークル　４年　巴月　優賢　
　軽音楽サークルは非常に自由で、好きなことを、好きなときに、
好きなだけやらせていただける、そんな組織です。その代表を３
年後期から４年の前期まで務めてまいりました。昨年の「和丘祭」
での模擬店・舞台発表から、今年の新入生並び既存メンバーのフォ
ローまで、自分なりによくやってきたなと感じています。
　自由に活動できる故、準備から本番、そして事後処理までを我々
学生が行わなければなりません。ライブ会場の手配に、ライブ当
日の段取りを考え、金銭の収支管理の徹底と、苦労と寄り添いな
がら歩んできました。多方面にわたる方と関わり、よりよいサークルにするため考え行動してきた日々
は、決して悪いものではなかったと思います。昔の自分には縁のないことばかりで、目新しい大学生
活では部員のみんなと会えるのを楽しみにしていました。
　この４年間で共に音楽をし、時にはぶつかりあった最高の仲間、いつも気に留めてくれた大切な先
輩方、一生懸命ついてきてくれた可愛い後輩たち。それから、いつも心を支えてくれている、特別な
存在との出会い。これまでリーダー経験がなく、当初は不安でいっぱいでしたが、皆の後押しがあっ
たおかげでここまで成長することができました。軽音楽サークルに入ったからこそ出会えた人たちと、
共に過ごした数えきれない思い出は、もう１年だけ残りたいと思うほど心に残っています。

男子サッカー１部昇格
　サッカー部は東海学生
サッカーリーグ２部で初
優勝を飾り、１年間で１
部復帰となりました。最
終成績は15勝１分２敗
で勝ち点46。リーグ戦
18試合の総得点は56、
総失点は13で、総得失
点差は43でした。１試

合の平均得点は3.1、失点は0.7となり、特に後半戦は得点力が一段とアップし、大差の勝利が目立ち
ました。
　昨シーズンに降格を体験した４年生が、チームのけん引役となり「無敗の優勝」を目標に掲げて戦っ
てきました。無敗は叶いませんでしたが、「最後までよくまとまったお陰で、初のタイトルを取ること
ができた」と山﨑楽久キャプテンは胸を張りました。
　氏原良二監督は「攻守に主導的にボールを支配できた。理想とする人とボールを動かすパスサッカー
ができたことが優勝につながったと思う。夏休みに選手らが必死で頑張った結果、リーグ後半は圧倒
的な得点力アップにつながった。来年シーズンは、まずは残留を目標にしっかりやっていきたい」と
話しています。１部での活躍を期待したいですね。
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広がる多彩な活動
地域・産学連携センター　

　地域・産学連携センターでは、学
生の地域活動を実践的な学びの場と
位置付けて支援しています。2025
年度も地域のイベントに多くの学生
が参加しました。
　名東区においては、スポーツ・健
康×まちづくり部を中心に、藤が丘
駅前で行う「駅スポ‼」に加え、６
学区５イベントに学生スタッフとし
て参加しました。特に藤が丘・本郷・豊が丘学
区合同のイベントでは、公益財団法人ペガサス
財団からの助成金により新たに「TANO」を
取り入れました。これは姿勢測定後に問題点を
改善できる運動をゲーム感覚で誰でも楽しく実
施できるアクティビティです。
　また、恒例の「うるぎトライアルRUN」では、
有志により参加ランナーなどのインタビューを
交えながら颯爽と走る姿をライブ配信しまし

た。その他にも、連携協定を結んでいる日進市
の「なつまつり」には市民ら2000人が集まり、

「平和が丘夏まつり」や「東山動植物園地震対
策訓練」に学生会などが参加するなど、活動の
波は大きくなっています。
　これらの取り組みは、ホームページやSNSで
の紹介の他、２月６日の「地域と連携した授業・
活動報告会」でも発表される予定です。

「なつまつり」に２千人
　日進市と愛知東邦大学の連携協働
事業「なつまつり」が８月３日に開
かれ、周辺の住民ら2000人の入場
者でにぎわいました。会場はサッ
カー部と硬式野球部の練習場である
日進グラウンドで、人工芝のサッ
カーグラウンドを中心に、ステージ
やウォーターゾーン、ふわふわ遊具、
各種キッチンカー、協賛企業のブー
スなどが並びました。
　冒頭、鵜飼裕之学長は「大学は今、地域と連
携する活動を繰り広げています。会場の学生た
ちを応援してください」と挨拶。祭りの運営は
女子サッカー部と硬式野球部の部員たちが担
い、それぞれの持ち場で小さな子供たちを相手
に楽しそうに裏方を務めていました。
　ステージでは、東邦マーチングバンドの演奏

の他に、ダンスや地元アイドルのライブなどが
繰り広げられました。女子サッカー部員による
アイドルダンスも人気でした。
　日が沈んでからは盆踊りが始まり、女子サッ
カー部と硬式野球部員たちが輪の中心で踊りま
した。市民も輪に加わり、最後はお菓子まきで
フィナーレを迎えました。大学と日進市との連
携を感じられる一コマでした。

大学／地域交流
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フレンズ・TOHO　今後の行事予定について
　2025年度のフレンズ・TOHOの行事につきましては、昨年6月27日（金）に総会を開催し、ご
参加いただいた皆様には、奥野雄貴氏による講演を聴いていただくことができました。
　今後の行事につきましても、本会の活動の趣旨を重視し会員の皆様に還元できるものを開催し
ていきたいと考えております。
　今後、以下の行事を予定しております、会員の皆様におかれましては是非ともご参加いただき
たく、よろしくお願い申し上げます。

◆講演会と名刺交換会
日時：2026年2月13日（金）13：30から
場所：名古屋ガーデンパレス
講演会講師：愛知東邦大学経営学部教授　上條　憲二 氏

◆2026年度　年次総会・講演会
日時：2026年6月19日（金）※予定
場所：名古屋ガーデンパレス
講演会講師：交渉中

東邦学園100周年事業募金のお願い
　東邦学園は2023年に創立100周年を迎えました。更なる100年に向けて、東邦高校は「目指
す生徒像」を掲げ、「自分で考え自ら行動する生徒　他者と共に歩む生徒　強い心で挑戦する生徒
の育成」に努めます。愛知東邦大学は「オンリーワンを、一人に、ひとつ。」のもと、「人材育成
と学術で地域社会の活力を生む創発大学として新たな時代を切り拓く」ことを掲げ、個別重視の

「テーラーメイド教育」に力を注いでまいります。
　各事業計画を進めるにあたり、学園としても資金を準備していますが、皆様方からもご寄付を
お寄せいただきたくお願い申し上げる次第であります。
　学生・生徒一人一人を見つめ、それぞれの可能性の芽を育むことを教育の柱に置き、混迷の時
代を乗り越えてゆける人材を送り出す教育機関に対し、どうかお力添えをお願いいたします。

◇募金目標額　５億円
◇募金の主な使途　教育環境整備、施設設備の充実、学生・生徒の教育活動への支援
◇お申込期間・金額

　【東邦学園創立100周年記念募金】　いよいよ今年度3月末日までとなります。
　　2021年11月から2026年３月まで
　　個人： １口５千円、法人：１口 10万円
　　　複数口のご協力をお願い致します
　　　　（１口未満のご寄付もありがたくお受けいたします）。

◇お手続き・申込方法
　学校法人東邦学園の公式Webページにある「ご支援のお願い」の「寄付のお申し込み方法」
にある専用入力フォームからお申込み下さい。

募金に関する学園Webページ：https://www.toho-gakuen.jp/donation


